
第４学年 学級活動（２）指導案 

  

日 時  令和元年９月 10日（火）４校時 

               児 童   男子 10名  女子３名  計 13名 

指導者    教 諭 大 鷹  由利子（Ｔ1） 

栄養教諭 由 利 綾 香（Ｔ2）  

 

１ 題材 「毎日元気に朝ごはん」（２）エ食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 

 

２ 構想表 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

指導について 

手立て１ 問題を捉えるための効果的な資料活用の手立て 

     自己の健康課題や生活習慣を見つめる手立て 

朝ごはんの良さや働きについて，学校給食の１食分の献立やアンケート結果に着目させな

がら問題意識を高め，自己の課題としてつかむことができるようにする。 

手立て２ 話し合い活動が深められる手立て 

児童の話し合いが活発になるように，教師がファシリテーションする。 

Ｔ1とＴ2が役割をもち指導を組み立てる。 

手立て３ 振り返りにより実践意欲が継続するための手立て 

     実践意欲を高める自己決定の手立て 

   自分ができることを自己決定し，朝ごはんの効果を意識させるような視点を合わせたカ 

ードに記述させる。実践の場が家庭になることから，家庭との連携を取るようにする。ま 

た，取組期間の途中で，栄養教諭からメッセージを返し，意欲を高める。事後には，実践 

を振り返り，日常生活での意識化を図る。 

児童について 

学級活動⑵の学習では，これまでに，

「学習用具の整理の仕方」「大切な歯」

などを題材として学習してきた。資料を

もとにした話し合い活動から，問題点を

明らかにし，解決方法を考え，自分の取

組を実践してきている。しかし，解決方

法を考える力が十分でなかったり，その

取組が自分に合ったものではなく意識

や努力が持続しなかったりするため，実

践することが難しい児童もいる。 

題材設定の理由 

朝ごはんについてのアンケートを見ると，ほ

とんどの児童が毎日朝ごはんをとっている。し

かし，その内容は，バランスや量の面で改善の

余地がある。午前中にあくびを繰り返したり，

集中力に欠けぼんやりしたりする児童が見受

けられることがある。このような児童も，生涯

にわたり，朝ごはんをとって健康な生活ができ

るよう，よりよい朝ごはんについて理解し，進

んで取り組む実践力を養うことができるよう

に本題材を設定した。 

 



３ 題材の目標・評価規準 

（１）目標 

【知識及び技能】 

・副読本や教師の提示する資料などをもとに，災害の被害や復興に向けての支援や人々の努力に

ついて理解すること。 

【思考力・判断力・表現力等】 

・復興に向けて，自分ができることを考え，計画すること。 

【学びに向かう力・人間性等】 

・友達の意見をしっかり聞き，自分の考えと比較検討した上で自分の考えを決めようとしている。 

 

（２）評価規準 

観

点 

よりよい生活や人間関係を 

築くための知識・技能 

集団の一員としての話し

合い活動や実践活動を通

した思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

評

価

規

準 

 日常生活や学習への適応と自己

の成長及び健康安全といった，自

己の生活上の課題の改善に向けて

取り組むことの意義を理解すると

ともに，そのために必要な知識や

行動の仕方を身に付けている。 

 自己の生活上の課題に

気付き，多様な意見を基

に，自らの解決方法を意

思決定し，実践している。 

 自己の生活をよりよくするた

めに，他者と協働して自己の生

活上の課題の解決に向けて粘り

強く取り組んだり，他者を尊重

してよりよい人間関係を形成し

ようとしたりしている。 

 

４ 活動計画 

 日時 主な活動内容 目指す児童の姿と評価方法 

事

前 

７月 16日 実態調査 

・朝ごはんに関するアンケート調査に 

答え，自分の問題について考える。 

 

主これまでの朝ごはんについて，アンケ

ートに答え，自分の生活について振り

返ろうとしている。 

（アンケート） 

本

時 

９月 10日 題材 

「毎日元気に朝ごはん」 

思朝ごはんの取り方や生活の仕方につい

てよりよい方法を考えて発言してい

る。 

（発言，話し合い） 

知朝ごはんのよさや働きについて理解し

ている。 

（発言，ワークシート） 

事

後 

９月 11日 

～13日 

 

９月 14日 

作戦会議（家庭の準備） 

・自己決定した解決方法を親子で相談

し，実践の協力を得る。 

取組 

思自分で決めた取組を実践している。 

（ワークシート） 



 

５ 本時について 

（１）ねらい 

  朝ごはんのよさやはたらきを知り，よりよい朝ごはんの食べ方について考え，自分に合った取組 

を決める。 

（２）展開 

～20日 

 

９月 24日 

・自分の解決方法に従って，朝ごはん

7days に取り組む。 

振り返り 

・取組の実践を振り返る。 

段

階 
主な学習活動     

・指導上の留意点 □評価 ◆手立て 

Ｔ１ Ｔ２ 

導

入   

 

10

分 

１ アンケート結果や食事のサ

ンプルを見て，朝ごはんについ

て話し合う。 

 

 

 

 

 

 

２ 学力・体力と朝ごはんの関係

を示すデータを見て，朝ごはん

についての問題点を把握する。 

 朝ごはんのよりよい食べ方に

ついて考え，自分でできることを

決めよう。 

・アンケート結果から，何

気なく食べている朝ご

はんについて振り返る。 

・児童の典型的な朝ごはん

を示し，朝ごはんについ

て想起させる。 

・給食を示し，児童の朝ご

はんとの比較をさせる。 

 

・改善の必要性を高めさせ

る。 

◆アンケート結果や学校

給食１食分の献立を示

し，問題意識を高めさせ

る。（手立て１） 

 

 

 

・朝ごはんのサンプルを提

示する。 

・給食は１日の３分の１の

エネルギーや栄養素を

満たすように作られて

いることを知らせる。 

・学力・体力と朝ごはんの

関係を示すデータを提

示する。 

◆問題意識を高める資料

を提示する。（手立て１） 

展

開 

 

28

分 

 

３ 問題点についての原因を考 

える。 

・グループで話し合う。 

 

 

４ 朝ごはんのよさやはたらき 

を知る。 

   

 

 

・生活を振り返らせ，食事

は睡眠，運動などともつ

ながりがあることに気

づかせ，広く考えること

ができるようにする。 

・児童の意見とＴ２の説明

を可視化して示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・朝ごはんのよさやはたら 

きの専門的な内容につ 

いて，児童とやりとりし 

ながら，資料を提示し説 

明する。 



 

（３）板書計画 

 

 

５ 毎日元気に過ごすための朝 

ごはんの食べ方を考える。 

・問題点とよさやはたらきを 

もとに，グループで話し合

う。 

   

・自分で実践できそうなこ

とを考えさせる。 

◆グループで交流させ，課

題解決の方法を広く考

えられるようにする。 

出された意見を分類し，

理解しやすいようにす

る。（手立て２） 

◆児童の考えを聞き，具体

的な食品や料理，量につ

いての助言をする。（手

立て２） 

終

末 

 

７ 

分 

６ 自分で実践することを決め 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学習を振り返る。 

   

 

・自分の問題に合っている

か，実践できそうかを検

討させ，自分が取り組む

ことと家族に協力して

もらうことを考え，ワー

クシートに記入させる。 

□思考・判断・表現（発言・

ワークシート） 

 自分の生活習慣を振り

返りながら，今後の朝ご

はんの食べ方を具体的

に考え，表している。 

・感想や学んだことを振り

返らせ，学級で共有す

る。 

・板書資料を活用し，学習

を振り返らせる。 

・自己決定後は，家族の理

解と協力が必要となる

ので，取組期間の前に，

「作戦会議」を設定する

ことを知らせる。 

朝ごはん・給食

サンプル 

アンケート結果 

着目点 

朝ごはんのよりよい食べ方について考え，

自分ができることを決めよう。 

よさやはたらき 
原因 

 

自己決定 

つかむ 

改善策 

 

めあて 

学力 

体力 

さぐる 

 

みつける 

 

決める 

 


